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「低学年代表授業（2年2組有希乃学級）」

「授業の導入（最初の工夫）が授業の成否を握る」とよく言われますが、今回の授業

はまさにその見事な実践でした。授業冒頭、ビバ丸（ビーバーのぬいぐるみ）ととも

に、担任と子供による笑顔あふれる歌とダンスでスタートしました。開始わずか５秒

で子供たちの思考の扉が開き、やる気スイッチが点灯して「ビーバーの大工事」という教

材の世界へ引き込まれていきました。

授業では子供が言葉に詰まる場面でも、担任が優しく問い返すことで、安心して発

言できる穏やかな空気が広がります。失敗を恐れず、自分の考えをのびのびと発表す

る姿や、楽しい雰囲気の中でも立腰の姿勢や声のそろった音読など、

日頃の丁寧な指導の積み重ねが随所に活きていました。子供たちが夢

中になって教材を紐解いていく工夫に満ち、連休明けの５校時を感じさせ

ないたくましさを実感した素晴らしい授業でした。

【全国学力・学習状況調査結果】
４月に行われた「全国学力・学習状況
調査」の結果が公表されました。下記の
とおりです。

「国 語」
北小学校 13問中正答率 ６０％
沖 縄 県 13問中正答率 ５７％
全 国 13問中正答率 ６０.９％
「算 数」
北小学校 16問中正答率 ５７％
沖 縄 県 16問中正答率 ５０％
全 国 16問中正答率 ５６.４％

学力は児童の成長を示す側面の１つ
にすぎませんが、今回の調査では、算
数が全国平均を上回り、国語について
も全国とほぼ同等の水準に達する成果
が見られました。沖縄県の平均は大き
く超えています。
これは、６年児童が日々前向きに学習

へ取り組んできた成果であり、同時に、
基礎・基本の確実な定着を目指して粘り
強く指導を重ねてきた教職員の取り組み
の結果でもあります。児童の努力と先生
方の情熱に心より敬意を表します。

「有希乃先生へのインタビュー」
Q：教師になった理由と北小児童へ一言
A：子供が大好きだから！！
A：人なつっこくて、いつもたくさんのお話
をしてくれてありがとう。

＜児童の活躍報告＞
☆第２１回学校新聞コンクール

金賞受賞者
３年：谷口夏芽 狩俣嬉子 砂川咲絢

狩俣柚稀 砂川來海 下地哲虎
４年：下地倖瑚 片山修吾 伊佐爽綺

根間康徳
５年：垣花明星 新城紗羅 伊良皆妃那

前里柚有 上地陽菜 新城風卯璃
狩俣和佳

６年：砂川百花 長崎芙久 砂川結彩
島尻琴菜 池原芽音 池間希織

銀賞受賞者：４２名 銅賞受賞者：５０名
合計：１１５名入賞

『児童会役員からの提案』
２学期に入り、児童会役員から「廊下を走っ
たら、走ったところまでもどる」という安全
な廊下歩行に向けた素敵な提案がありました。
自分たちで考え、呼びかけたこの取り組みの
おかげで、廊下を走る子が
少なくなり、安全意識の高
まりを感じています。


